
九町小・伊方小学校再編計画  

再編準備委員会設置のための伊方地域説明会 

 

○日時：令和６年８月６日（火）19：00 

○場所：生涯学習センター５階大ホール 

○対象：伊方地域区長、副区長、参加を希望される住民 

    前年度に伊方町学校再編計画（第二次）案について地区説明会を行い、意見をいただい

ている。本会は、計画に基づいた九町小・伊方小学校再編のための合同再編準備委員会の

説明を行うものであり、対象を地域の区長・副区長の皆様を中心とした。 

○主催側出席者：教育長、教育委員、事務局 

○次第 

１ 開会 

２ 教育長あいさつ 

３ 伊方町学校再編計画（第二次）説明 

４ 再編準備委員会設置に関する説明 

５ 質疑応答、意見交換  

６ 閉 会 

○説明内容 

  事務局より、伊方町学校再編計画（第二次）の概要説明を行った後、今回の説明会の主旨は、 

計画に沿って再編準備委員会を立ち上げる事についての、理解を得るためのものであることを 

説明し、質疑応答、意見聴取を行った。 

○主な質問、意見等と教育委員会の考え方 

（学校再編に関連する質問や意見以外のものについては、掲載しておりません） 

（参加者） 

廃校が町内にある。閉校後の学校施設の活用を考えなければならない。廃校の施設の所管は

どこになるのか。 

（町教委） 

学校施設の用途が決まるまでは教育委員会の所管です。廃校施設の利活用は町全体として検

討しているところです。地域からもご提案をお願いします。 

（参加者） 

  スクールバスに乗車させていない児童生徒も、乗車させてはどうか。伊方町は子育て充実の

町として売り出しているので、ルールも考え直してはどうか。 

（町教委） 

学校統合の条件として、通学のためのスクールバスを出しています。また、規則として通学

距離２ｋｍ以上というものがあります。それ以内の児童生徒についてのスクールバス通学は、

スクールバスの台数、運転手などの関係で物理的にも無理です。また、どこで線を引くのかが

非常に難しい。不公平感が生じてはいけません。下校前に暴風雨になったなど安全上の問題で

必要性が生じた場合など、特別な場合は検討します。 

（参加者） 

合同準備委員会の規模や構成はどうなるのか。 



（町教委） 

まだ固まっていませんが、過去の例から、区長代表、ＰＴＡ代表、校長、教育委員などが委 

員となっております。具体的な数や人選を今後確定させていきます。 


